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一 般 質 問

塩澤 康一 ……………………………………………
●「牛乳パンの日」を制定できないか ●松くい虫被害は

●グリーンスローモビリティは市民の足になるか

●学校体育館は避難所にもなるが雨漏りの修繕は

氣賀澤葉子 ……………………………………………
●駒ヶ根バスターミナルを市の玄関口として整備しては

●少子化対策が効果を上げるには視点の転換が必要では

加治木 今 ……………………………………………
●福祉と防災の組み合わせで有効的な地域づくりは

●ＤＸの取り組みの目標と進め方、財政への影響は

●子ども交流センターの維持に予算の確保は

小原 晃一 ……………………………………………
●自然災害およびコロナ禍での農業被害の現状と支援は

●災害時の水道水・電力の安定供給の対策と課題は

中島 和彦 ……………………………………………
●ポストコロナを見据えた新たな観光振興への対応は

●地域の魅力発信の担い手観光（歴史）ガイドの養成は

●医療費抑制となる歯科健診、受診率が低いが対応は

池田 幸代 ……………………………………………
●効果的な重層的支援体制整備事業実施に向けて

●駒ヶ根市の女性職員の雇用環境の底上げは

●地域防災の担い手をどう増やすのか

松﨑 剛也 ……………………………………………
●天竜川水域の治水と防災の考えは

●デジタルアーカイブ推進の考えは

●文化施設、スポーツ施設の現状と課題は

宮 下 稔 ……………………………………………
●協働のまちづくりさらに推進するには ●ＤＸ推進、取り

組み状況と今後の方針は ●保育園、幼稚園の耐震化推進に

ついて ●グリーンスローモビリティ実証実験の評価は

三原 一髙 ……………………………………………
●来年度予算の基本方針を問う

竹村 知子 ……………………………………………
●子育て全力応援宣言は子育て世代のニーズに沿った施策か

●中高生との語り合う会での意見は

●子宮頸がん予防ワクチン接種の取り組みは

竹 村 誉 ……………………………………………
●原油価格高騰に伴う支援策は ●米価下落の独自補助は

●ＪＡ上伊那東伊那店、生活店舗閉店への対応は

●子育て全力応援を推進する施策の充実は

小原 茂幸 ……………………………………………
●スマート農林業への取り組みは

●コロナ禍での人づくりについて

●コロナ下にある協働のまちづくりについて

中原 茂之 ……………………………………………
●介護予防事業の充実を図る事について

●市民後見人制度の取り組みついて
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●少子化対策が効果を上げるには視点の転換が必要では
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●福祉と防災の組み合わせで有効的な地域づくりは

●ＤＸの取り組みの目標と進め方、財政への影響は

●子ども交流センターの維持に予算の確保は

小原 晃一 ……………………………………………
●自然災害およびコロナ禍での農業被害の現状と支援は

●災害時の水道水・電力の安定供給の対策と課題は

中島 和彦 ……………………………………………
●ポストコロナを見据えた新たな観光振興への対応は

●地域の魅力発信の担い手観光（歴史）ガイドの養成は

●医療費抑制となる歯科健診、受診率が低いが対応は

池田 幸代 ……………………………………………
●効果的な重層的支援体制整備事業実施に向けて

●駒ヶ根市の女性職員の雇用環境の底上げは

●地域防災の担い手をどう増やすのか

松﨑 剛也 ……………………………………………
●天竜川水域の治水と防災の考えは

●デジタルアーカイブ推進の考えは

●文化施設、スポーツ施設の現状と課題は

宮 下 稔 ……………………………………………
●協働のまちづくりさらに推進するには ●ＤＸ推進、取り
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≪一般質問項目≫

問

じ
ゃ
ら
ん
「
全
国
発
売
し

て
ほ
し
い
！
ご
当
地
パ
ン
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
牛
乳
パ
ン
が
６
位
。

牛
乳
パ
ン
生
み
の
ま
ち
宣
言
か

ら
２
０
２
３
年
で
５
周
年
。
県

内
で
愛
さ
れ
続
け
全
国
区
に
な

り
つ
つ
あ
る
。「
牛
乳
パ
ン
の
聖

地
・
駒
ヶ
根
」
に
で
き
な
い
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
牛
乳
パ
ン
生

み
の
ま
ち
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き

た
。
誕
生
秘
話
を
作
成
し
エ
コ

ー
シ
テ
ィ
ー
や
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
配
信
も
し
て
い
る
。
さ
ら

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
産
学
官

が
連
携
し
た
実
行
委
員
会
を
設

立
し
た
い
。

問

生
み
の
親
中
坪
兼
吉
さ
ん

の
誕
生
日
、
６
月
27
日
を
「
牛

乳
パ
ン
の
日
」
に
制
定
は
。

市
長

今
後
、
取
り
組
み
を
進

め
る
中
で
検
討
す
る
。

問

栗
林
地
区
で
有
人
ヘ
リ
に

よ
る
農
薬
散
布
中
止
か
ら
４
年
。

松
く
い
虫
被
害
の
現
状
は
。

市
長

松
枯
れ
の
状
況
は
微
増

傾
向
。
把
握
は
赤
松
１
０
０
本

を
抽
出
し
枯
損
木
数
を
確
認
。

問

地
元
合
意
の
基
準
は
。
１

人
で
も
反
対
が
い
れ
ば
行
わ
な

い
の
か
。

市
長

県
防
除
実
施
基
準
に
基

づ
き
、
地
元
意
向
を
踏
ま
え
、

松
く
い
虫
対
策
協
議
会
で
実
施

に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。

問

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
二
次
交
通
と
し
て
市
民

の
足
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

市
長

低
速
で
、
中
長
距
離
を

結
ぶ
生
活
交
通
と
し
て
は
不
向

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

小
学
校
の
体
育
館
で
雨
漏

り
が
あ
る
。
災
害
時
の
避
難
所

に
も
な
る
が
補
修
は
。

教
育
長

原
因
が
特
定
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
が
、
安
全
確
保

の
た
め
に
も
対
策
を
講
じ
た
い
。

｢

牛
乳
パ
ン
の
日
」
を
制
定

で
き
な
い
か

問

今
後
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で

検
討
す
る

答

赤穂高校生と津具屋製菓による産学官の取り組み
で作った牛乳風味パンケーキ（右）と、人気アニメ
｢ハイキュー!!」及川徹の好物が牛乳パン（左）

塩澤 康一 議員

質問動画はこちらから
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問

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

伊
那
バ
ス
窓
口
が
閉
鎖
さ
れ
て

１
年
以
上
が
経
過
。
周
辺
は
閉

鎖
さ
れ
た
ホ
テ
ル
・
店
が
あ
り
、

訪
れ
た
方
を
迎
え
る
に
は
、
環

境
整
備
が
早
急
に
必
要
で
は
。

市
長

11
月
に
着
任
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
と
協
力
し
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
視
点
か

ら
、
周
辺
整
備
に
必
要
な
も
の

を
検
討
し
進
め
て
い
く
。

問

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
待
合

室
の
機
能
が
復
活
す
る
よ
う
に

駒
ヶ
根
駅
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
を
商
工
会
議
所
１

階
に
移
転
し
て
は
。

市
長

行
政
文
書
を
取
り
扱
う

た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

が
必
要
。
移
転
は
考
え
な
い
。

問

結
婚
相
談
支
援
が
主
な
施

策
と
し
た
現
在
の
少
子
化
対
策

の
視
点
を
転
換
し
て
は
。

市
長

少
子
化
の
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
子
育
て
環
境
の

整
備
や
子
育
て
に
優
し
い
労
働

環
境
の
検
討
な
ど
、
結
婚
相
談

に
限
ら
ず
多
く
の
分
野
に
ま
た

が
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

少
子
化
対
策
に
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
、
お
よ
び
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を

入
れ
て
は
ど
う
か
。

市
長

男
性
が
妊
娠
・
出
産
・

育
児
の
不
安
と
喜
び
を
分
か
ち

合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
意
識

を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
政
策

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

問

女
性
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
、
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
施
策
の
推
進
は
。

市
長

地
方
都
市
に
と
っ
て
女

性
の
動
向
は
非
常
に
重
要
な
観

点
。
現
在
策
定
中
の
第
５
次
総

合
計
画
で
は
、
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
位
置
づ
け
て
取
り
組
む
。

一 般 質 問

訪
れ
る
方
を
歓
迎
で
き
る

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

問

商
工
会
議
所
の
意
向
が
大
事

当
面
見
守
る

答

問

防
災
で
は
情
報
を
伝
え
や

す
く
す
る
こ
と
や
女
性
の
参
画

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
の

通
い
の
場
や
認
知
症
の
サ
ロ
ン

な
ど
で
防
災
の
啓
発
を
取
り
入

れ
、
福
祉
と
防
災
が
結
び
つ
く

福
祉
防
災
の
推
進
を
し
て
は
。

市
長

今
回
新
た
に
策
定
す
る

地
域
福
祉
計
画
で
も
日
々
の
生

活
や
活
動
の
中
で
生
ま
れ
る
つ

な
が
り
を
防
災
活
動
や
災
害
な

ど
の
緊
急
時
に
活
用
す
る
こ
と

を
う
た
っ
て
お
り
、
福
祉
防
災

は
推
進
し
て
い
く
。

問

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
は
連
携

し
た
わ
か
り
や
す
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
可
能
に
す
る
。
当
市
の

目
標
と
進
め
方
は
。
専
門
知
識

を
持
つ
人
材
育
成
へ
の
考
え
方

は
。
財
政
へ
の
影
響
は
。

市
長

目
標
は
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
こ
と
で
、
市
民
、
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
利
便
性
を
享
受

で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ

と
。
行
政
Ｄ
Ｘ
と
地
域
Ｄ
Ｘ
に

分
け
対
象
事
務
の
洗
い
出
し
を

し
て
い
る
。
現
在
２
人
の
Ｄ
Ｘ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
職
員
の
研
修
を

し
今
後
は
外
部
か
ら
の
人
材
招

請
や
民
間
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
な
ど
対
応
し
て
い
く
。
国

の
補
助
金
も
適
切
に
取
り
入
れ

行
財
政
改
革
に
つ
な
げ
た
い
。

問

働
く
親
が
安
心
し
て
児
童

を
預
け
ら
れ
る
子
ど
も
交
流
セ

ン
タ
ー
は
女
性
が
活
躍
す
る
た

め
に
は
重
要
な
施
設
。
過
密
に

な
る
時
も
あ
る
が
工
夫
し
て
児

童
の
た
め
に
な
る
よ
う
運
営
し

て
い
る
。
働
き
手
の
確
保
、
施

設
面
見
直
し
の
た
め
な
ど
予
算

の
確
保
が
大
切
だ
が
見
解
は
。

教
育
長

広
さ
は
当
面
は
こ
の

ま
ま
利
用
し
、
子
育
て
に
関
す

る
予
算
を
維
持
し
て
い
く
よ
う

懸
命
に
取
り
組
む
。

福
祉
の
場
に
防
災
の
取
り
組
み
は

問

日
々
の
つ
な
が
り
を
防
災
活
動
に

活
用
す
る

答

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

氣賀澤葉子議員

駒ヶ根バスターミ
ナル
昼でも暗く、訪れ
た方を歓迎できて
いないのでは

閉鎖されたままの
待合室の入り口

防災のことを漫才で
伝える防災漫才はわ
かりやすく面白い
あらゆるところで防
災の視点を伝える意
識を

地域の通いの場
にはご近所のこ
とを知る女性の
参加が多い

加治木 今 議員
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問

凍
霜
害
と
８
月
豪
雨
に
よ

る
農
業
被
害
の
状
況
と
支
援
策

の
内
容
は
。

市
長

農
業
共
済
の
被
害
申
告

に
よ
る
と
リ
ン
ゴ
は
２
・
２
㏊

で
凍
霜
害
。
ソ
バ
は
６
・
５
㏊

で
水
没
や
生
育
不
良
。
水
稲
は

作
付
面
積
の
約
９
％
、
64
・
６

㏊
で
い
も
ち
病
や
褐
変
病
が
発

生
。
ソ
バ
に
対
す
る
支
援
策
は

10
ａ
当
た
り
１
万
３
千
円
の
国

の
直
接
支
払
交
付
金
が
11
月
末

に
支
払
わ
れ
た
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
交
付
金
や
基
金
な
ど

を
活
用
し
て
収
入
減
の
農
家
支

援
や
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

自
然
災
害
や
農
産
物
の

鳥
獣
被
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
が
あ
り
全
て
の
被
害
に
対

し
て
市
単
独
で
救
済
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
市
で
は

緊
急
支
援
策
と
し
て
、
収
入
保

険
料
の
一
部
補
助
を
検
討
す
る
。

問

箕
輪
浄
水
場
か
ら
の
送
水

管
が
新
大
田
切
橋
で
、
駒
見
大

橋
と
天
竜
大
橋
で
、
断
裂
し
た

場
合
の
被
害
と
応
急
対
策
、
応

援
要
請
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

建
設
部
長

新
大
田
切
橋
で
は
、

市
内
約
60
％
、
約
８
千
世
帯
、

１
万
９
千
人
に
、
駒
見
・
天
竜

大
橋
で
は
、
約
１
千
世
帯
、
４

千
人
に
被
害
が
及
ぶ
。
指
定
避

難
所
や
学
校
に
て
応
急
給
水
し
、

近
隣
市
町
村
に
は
災
害
相
互
応

援
協
定
に
基
づ
き
支
援
要
請
を

行
う
体
制
で
あ
る
。
駒
見
・
天

竜
大
橋
の
送
水
管
は
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
耐
え
う
る
と
想
定
。

問

吉
瀬
地
区
の
浄
水
場
の
現

状
と
課
題
は
何
か
。

建
設
部
長

浄
水
場
処
理
方
式

で
あ
る
が
、
耐
塩
素
性
病
原
生

物
対
策
と
し
て
安
全
・
安
心
の

た
め
に
膜
ろ
過
装
置
を
検
討
中
。

一 般 質 問

ソ
バ
は
直
接
交
付
金
、
他
は

保
険
料
補
助

答 問

凍
霜
害
と
８
月
豪
雨
の
農
業

被
害
支
援
は

問

地
域
経
済
を
支
え
る
観
光

業
。
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
前
提

に
し
た
安
心
、
安
全
な
新
し
い

観
光
復
興
の
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
地
域
一
体
で
観
光
振
興
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
観
光
協

会
と
の
関
わ
り
が
一
層
重
要
に

な
る
が
、
関
係
者
と
の
連
携
は
。

市
長

多
様
な
需
要
に
応
え
て
、

中
長
期
的
な
対
策
も
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

駒
ヶ
根
高
原
で
行
っ
た
グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
実
験
な
ど
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
考
え
る
。

今
年
度
か
ら
、
観
光
協
会
に
市

か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

今
後
も
一
層
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
検

査
で
の
陰
性
結
果
を
示
す
「
ワ

ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
制

度
」
の
活
用
は
。

市
長

活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
健
康
上
の
理
由
で
接

種
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
お
り
、

差
別
が
な
い
対
応
が
必
要
。

問

地
域
の
魅
力
発
信
の
担
い

手
で
あ
る
観
光
ガ
イ
ド
。
シ
ニ

ア
層
も
多
く
、
高
齢
化
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
人
材
の
確
保
や

ガ
イ
ド
養
成
の
考
え
は
。

市
長

現
在
の
登
録
者
数
は
29

名
。
大
半
が
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
。

今
後
、
会
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

尊
重
し
、
市
と
し
て
可
能
な
範

囲
で
協
力
し
て
い
く
。

問

生
活
習
慣
病
予
防
に
も
つ

な
が
る
歯
科
健
診
。
他
市
町
村

に
比
べ
て
成
人
歯
科
健
診
受
診

率
が
低
い
が
、
市
の
対
応
は
。

専
門
職
の
配
置
は
。

市
長

令
和
２
年
度
は
10
・
６

％
と
低
い
状
況
。
今
後
、
取
り

組
み
を
強
化
し
、
専
門
職
の
配

置
も
検
討
し
て
い
く
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

観
光
復
興
対
応
は

問

中
長
期
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

進
め
て
い
く

答

４月から５月にかけて凍霜害にあった東伊那産のリンゴ
変色・変形が著しい

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

小原 晃一 議員

中島 和彦 議員

秋深まる風景 ふるさとの丘から中央アルプスの眺望を堪能
（ウォーキングによる体験型観光の推進を！）
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一 般 質 問

問

来
年
度
か
ら
生
き
づ
ら
さ

や
複
合
的
課
題
や
困
難
を
抱
え

る
市
民
を
地
域
の
官
民
の
福
祉

機
関
全
体
で
支
え
る
新
事
業

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
断
ら
な

い
相
談
窓
口
」
や
「
出
向
く
相

談
体
制
」
な
ど
を
実
施
す
る
に

当
た
り
市
長
の
意
気
込
み
は
。

市
長

昨
年
度
か
ら
事
業
実
施

に
向
け
研
修
な
ど
で
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
対
応
が

必
要
と
さ
れ
る
た
め
新
事
業
は

担
当
課
だ
け
に
任
せ
ず
、
市
役

所
で
の
役
割
分
担
を
進
め
、
地

域
全
体
の
福
祉
力
を
高
め
た
い
。

問

出
向
く
相
談
体
制
＝
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

市
長

来
年
度
に
向
け
て
委
託

先
を
検
討
中
。

問

駒
ヶ
根
市
で
は
幹
部
職
員

に
女
性
が
少
な
く
女
性
の
部
長

が
誕
生
し
た
こ
と
が
な
い
。
ま

た
、
非
正
規
雇
用
の
会
計
年
度

任
用
職
員
は
女
性
が
８
割
だ
。

コ
ロ
ナ
下
で
女
性
の
雇
用
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、
地
域
で

女
性
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
か

つ
生
活
で
き
る
賃
金
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
雇
用
環
境
の
整
備
は
。

市
長

女
性
幹
部
職
員
を
増
や

す
こ
と
は
人
事
上
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
。
会
計
年
度
任
用
職

員
が
育
児
休
暇
な
ど
を
取
れ
る

よ
う
改
善
さ
れ
た
が
、
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
続
け
る
。

問

外
国
籍
住
民
や
自
治
会
未

加
入
住
民
も
防
災
訓
練
に
参
加

し
や
す
く
す
る
方
策
は
。

市
長

外
国
籍
住
民
の
防
災
に

関
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
的
存
在

を
育
成
し
た
い
。
ア
パ
ー
ト
居

住
者
な
ど
に
向
け
て
準
自
治
会

員
の
仕
組
み
を
各
地
区
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

｢

断
ら
な
い
相
談
窓
口
」
に
向
け
た

整
備
は

問

地
域
福
祉
計
画
に
盛
り
込
み

福
祉
力
高
め
る

答

問

防
災
上
、
天
竜
川
の
治
水

に
お
い
て
三
峰
川
上
流
に
位
置

す
る
戸
草
ダ
ム
の
建
設
は
必
要

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

市
長

戸
草
ダ
ム
建
設
は
必
要
。

伊
那
市
長
が
会
長
で
私
が
副
会

長
の
促
進
期
成
同
盟
会
で
関
係

機
関
に
要
望
を
し
て
い
る
。

問

夏
の
大
雨
時
、
下
平
区
丸

塚
公
園
の
ト
イ
レ
が
水
没
し

困
っ
た
が
、
対
策
は
出
来
な
い

か
。

市
長

丸
塚
公
園
は
冠
水
想
定

し
整
備
。
ト
イ
レ
の
移
設
や
さ

ら
な
る
対
策
は
考
え
な
い
。

問

市
内
の
天
竜
川
支
流
の
整

備
要
望
に
対
し
て
の
考
え
は
。

市
長

河
川
管
理
者
に
要
望
し
、

地
元
調
整
と
整
備
促
進
に
努
め

る
。
国
県
と
連
携
し
対
策
す
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は

歴
史
資
料
保
存
か
ら
地
域
活
性

化
、
防
災
に
ま
で
役
立
つ
。
市

で
の
推
進
の
考
え
は
。

市
長

令
和
５
年
か
ら
明
治
期

の
一
部
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
。

有
効
性
を
考
慮
し
て
可
能
な
範

囲
で
取
り
組
ん
で
行
く
。

問

未
契
約
の
公
共
施
設
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の

現
状
は
。
市
長
の
営
業
活
動
は
。

市
長

現
状
応
募
が
な
い
。
１

月
よ
り
提
案
型
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
実
施
。
今
後
営
業
す
る
。

問

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
の

改
良
修
繕
等
の
判
断
は
明
確
か
。

市
長

人
命
に
関
わ
る
修
繕
優

先
。
文
化
会
館
は
来
年
度
老
朽

化
調
査
し
大
規
模
改
修
を
準
備
。

問

赤
穂
公
民
館
の
職
員
は
人

数
不
足
で
は
。
性
別
の
偏
り
は

多
様
性
面
で
も
適
正
バ
ラ
ン
ス

か
。
市
民
料
金
を
設
定
し
て
は
。

市
長

人
数
は
適
正
。
女
性
が

多
く
て
も
支
障
な
い
。
料
金
は

伊
南
の
利
用
を
想
定
し
た
も
の
。

教
育
次
長

現
場
は
増
員
希
望
。

天
竜
川
防
災
で
戸
草
ダ
ム
建
設

推
進
の
考
え
は

問

伊
那
市
長
や
関
係
機
関
と
連
携
し

推
進
す
る

答

松﨑 剛也 議員

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

池田 幸代 議員

地域防災行動を楽しく学ぶための下諏訪町の
防災士コンビの防災漫才

天竜川の治水のために、三峰川上流の戸草ダム
建設推進を！
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問

来
年
度
予
算
を
組
む
に
当

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
基
本
方

針
を
立
て
て
い
る
か
。

ま
ず
、
予
算
を
立
て
る
に
当

た
っ
て
の
背
景
は
。

市
長

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

は
コ
ロ
ナ
以
前
と
違
う
新
た
な

時
代
へ
進
ん
で
い
く
。
テ
レ
ワ

ー
ク
が
一
般
的
な
働
き
方
と
な

り
、
ネ
ッ
ト
空
間
の
新
た
な
活

用
方
法
が
目
前
の
課
題
で
あ
る
。

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
だ
け

で
な
い
、
市
の
予
算
の
特
徴
は
。

市
長

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
変
化
し
た

社
会
に
対
応
。
新
し
い
行
財
政

運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
予
算
か
。

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
変
革

の
加
速
や
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流

れ
の
変
化
な
ど
に
よ
る
地
方
創

生
の
推
進
、
防
災
減
災
国
土
強

靭
化
を
は
じ
め
と
す
る
安
心
安

全
な
暮
ら
し
の
実
現
な
ど
。

問

何
の
事
業
を
優
先
的
に
実

施
す
る
予
算
と
す
る
の
か
。

市
長

安
定
的
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
い
、
今
ま
で
以

上
に
既
存
物
を
見
直
し
、
Ｄ
Ｘ

な
ど
の
推
進
に
よ
る
効
率
的
な

行
政
運
営
、
公
共
施
設
の
統
廃

合
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
財

政
健
全
化
を
推
進
し
て
い
く
。

問

ま
だ
、
決
定
し
て
い
な
い

第
５
次
総
合
計
画
と
、
ど
の
よ

う
に
関
連
付
け
て
い
る
か
。

市
長

予
算
と
並
行
し
て
作
成

を
進
め
て
い
る
。

問

第
５
次
総
合
計
画
の
一
年

目
で
あ
る
来
年
度
予
算
を
、
同

時
に
３
月
議
会
に
か
け
る
と
の

解
釈
で
よ
い
か
。

市
長

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
自
治
会
加
入
促
進
の
現
状

と
課
題
は
。
非
加
入
者
の
ご
み

出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
は
。

市
長

現
状
の
加
入
率
は
76
％

程
度
と
の
推
計
。
率
が
向
上
し

な
い
理
由
は
、
短
期
転
居
の
増

加
や
価
値
観
の
多
様
化
が
あ
る
。

加
入
案
内
を
通
じ
て
し
っ
か
り

環
境
を
整
え
た
い
。
非
加
入
者

の
ご
み
も
地
区
の
集
積
所
に
お

願
い
し
て
い
る
。
対
応
で
き
な

い
場
合
、
大
田
切
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
休
日
に
受
け
て
い
る
。

今
後
、
応
分
の
負
担
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問

支
え
合
い
推
進
や
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り

組
み
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長

通
い
の
場
は
、
１
５
８

ヵ
所
で
実
施
さ
れ
、
地
区
の
実

情
に
応
じ
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。
今
般
、
厚
生
労
働
大
臣
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。
歴
代
関
係

者
や
参
加
者
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。
た
だ
、
新
た
な
担

い
手
、
次
の
世
代
の
担
い
手
確

保
が
課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

保
育
園
、
幼
稚
園
の
耐
震

化
や
再
整
備
計
画
お
よ
び
老
朽

化
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

耐
震
化
未
実
施
の
施
設

は
５
施
設
あ
る
。
令
和
７
年
度

ま
で
の
間
に
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
施
設
の
集

約
化
・
複
合
化
、
転
用
な
ど
に

よ
り
適
正
配
置
を
図
る
方
針
で

あ
る
。
来
年
度
中
に
新
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
い
。

問

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
駒
ヶ
根
観
光
の
相
性
は
。

市
長

生
活
交
通
に
は
不
向
き

だ
が
、
駒
ヶ
根
高
原
と
は
相
性

が
良
い
と
い
う
評
価
が
多
い
。

経
費
面
に
課
題
は
あ
る
が
、
事

業
化
の
仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。

新
た
な
担
い
手
、
次
の
世
代
の

確
保
が
課
題

答 問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

推
進
す
る
に
は

来
年
度
予
算
の
基
本
方
針
を

問
う

問

新
た
な
時
代
へ
進
ん
で
い
く

た
め
に
編
成

答

宮下 稔 議員

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

三原 一髙 議員

令和４年度予算基本方針の大きな１つ「生涯活躍の
まちづくり」
市内中心市街地・銀座通り

グリーンスローモビ
リティ実証実験車。
ネコバスなら人気が
出るかも

中沢区通いの場
「ほのぼの花桃」
駐在さんから「詐
欺にご注意くださ
い」

一 般 質 問
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問

働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
て

い
る
中
で
、
未
満
児
保
育
の
人

数
の
推
移
と
今
後
の
動
向
は
。

兄
弟
、
姉
妹
は
同
じ
園
に
入
れ

る
よ
う
な
体
制
を
望
む
が
、
実

態
と
課
題
、
対
応
策
は
。

教
育
長

未
満
児
の
入
所
者
数

は
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
で
、
今

後
も
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
兄

弟
で
同
じ
園
に
入
園
で
き
な
い

事
例
は
、
園
の
定
員
を
超
え
た

申
し
込
み
が
あ
り
、
各
家
庭
の

保
育
士
必
要
指
数
の
高
い
方
か

ら
入
園
決
定
を
す
る
の
で
、
や

む
な
く
別
の
園
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
入
園
調
整
で
考
慮
し
て

い
る
が
、
現
状
の
解
消
に
は
、

保
育
室
改
修
や
定
員
増
の
必
要

が
あ
り
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問

発
達
障
害
の
子
ど
も
の
早

期
発
見
、
対
応
の
現
状
は
。

教
育
長

１
歳
６
カ
月
健
診
や

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
訪
問
す
る

５
歳
児
す
こ
や
か
訪
問
を
開
始

し
、
発
達
支
援
の
た
め
の
教
室

や
個
別
相
談
、
医
療
な
ど
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問

東
中
学
校
生
徒
や
市
内
高

校
生
と
の
語
る
会
を
通
し
て
、

今
後
の
市
政
に
反
映
で
き
る
点

や
気
づ
き
は
。

市
長

駒
ヶ
根
市
に
愛
着
を
持

っ
て
く
れ
て
い
る
。
将
来
を
真

剣
に
考
え
、
ど
う
す
れ
ば
ア
イ

デ
ア
を
実
現
で
き
る
か
を
、
考

え
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

皆
さ
ん
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問

厚
労
省
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

勧
奨
を
４
月
か
ら
再
開
す
る
よ

う
、
自
治
体
に
通
知
し
た
が
、

当
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長

上
伊
那
広
域
連
合
を
通

じ
て
医
師
会
と
協
議
し
、
４
月

か
ら
積
極
的
勧
奨
を
周
知
す
る
。

一 般 質 問

未
満
児
保
育
の
現
状
と
課
題
へ
の

対
応
は

問

保
育
室
改
修
や
定
員
増
の
必
要
が

あ
り
理
解
を

答

問

原
油
高
か
ら
暖
房
の
主
力

で
あ
る
灯
油
の
高
騰
が
暮
ら
し

を
直
撃
し
て
い
る
。
高
齢
者
な

ど
低
所
得
者
世
帯
と
生
活
保
護

世
帯
な
ど
に
灯
油
代
を
補
助
す

る「
福
祉
灯
油
」実
現
の
考
え
は
。

市
長

灯
油
に
限
ら
ず
、
低
所

得
者
世
帯
に
対
す
る
緊
急
支
援

策
と
し
て
、
現
金
支
給
を
す
る
。

問

秋
以
降
の
原
油
価
格
高
騰

は
、
施
設
園
芸
農
家
・
交
通
・

宿
泊
事
業
者
な
ど
に
も
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
経
営
を

守
る
施
策
の
考
え
は
。

市
長

緊
急
支
援
が
必
要
と
判

断
し
、
必
要
な
対
策
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
を
提
出
す
る
。

問

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

米
価
が
暴
落
し
て
い
る
。
政
府

に
よ
る
過
剰
米
の
買
い
上
げ
、

市
場
隔
離
に
よ
る
価
格
安
定
で
、

米
価
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
は
。

市
長

政
府
は
、
米
の
生
産
調

整
を
目
的
と
し
た
減
反
政
策
を

廃
止
し
、
政
策
変
更
し
て
い
る
。

政
府
が
過
剰
米
の
買
い
上
げ
に

よ
る
価
格
安
定
策
を
進
め
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問

Ｊ
Ａ
東
伊
那
生
活
店
舗
が

撤
退
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
間
Ｊ
Ａ
と
の
交
渉
や
何
ら

か
の
対
応
が
図
ら
れ
て
き
た
か
。

市
長

Ｊ
Ａ
と
の
交
渉
は
考
え

て
い
な
い
。
買
い
物
弱
者
対
策

は
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
た

上
で
検
討
す
る
。

問

子
育
て
支
援
の
施
策
の
充

実
が
不
可
欠
だ
。
０
歳
児
保
育

の
受
入
れ
時
期
の
前
倒
し
な
ど
、

保
育
環
境
拡
充
の
考
え
は
。

教
育
長

受
け
入
れ
可
能
年
齢

の
引
き
下
げ
、
施
設
の
充
実
に

は
施
設
改
修
が
必
要
。
希
望

ニ
ー
ズ
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
作
成
す
る
施
設
整
備
の
計

画
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

原
油
高
騰
の
中
「
福
祉
灯
油
」

実
現
の
考
え
は

問

低
所
得
・
生
活
保
護
世
帯
に

現
金
を
支
給
す
る

答

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

竹村 知子 議員

本格的な冬の到来に、灯油代の高騰は死活問題！
寒い冬に立ち向かう、温かい支援策を♪

未満児の入所者数は今後も増加が考えられる

竹村 誉 議員
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問

こ
ま
が
ね
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ぱ
と
な
）
は
、
公
設

民
営
で
開
設
し
、
駒
ヶ
根
市
民

活
動
支
援
協
会
が
運
営
し
て
12

年
が
経
過
し
た
。
現
在
は
、
建

物
を
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
青
年
海
外
協

力
協
会
）
と
共
用
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
は
。

市
長

ぱ
と
な
の
役
割
は
、
中

間
支
援
組
織
と
し
て
、
市
民
団

体
同
士
や
市
民
団
体
と
行
政
と

の
協
働
を
推
進
し
、
市
民
活
動

の
相
談
や
支
援
、
活
動
や
交
流

の
場
の
提
供
な
ど
の
、
大
き
な

役
割
が
あ
る
。
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
良
く
発
展
さ
せ
る

た
め
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

問

農
業
が
抱
え
て
い
る
最
大

の
課
題
に
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
が
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
は
生
産
性
の
向

上
、
省
力
化
、
担
い
手
の
確
保

な
ど
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る

が
、
当
市
に
お
け
る
状
況
は
。

市
長

ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

し
た
場
合
、
経
営
へ
の
影
響
や

効
果
な
ど
の
分
析
が
必
要
だ
。

現
在
、
自
動
走
行
機
械
は
無
人

で
の
一
般
道
路
の
通
行
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
事
業
の
検
証

や
情
報
提
供
を
行
い
、
地
域
農

業
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問

駒
ヶ
根
郷
土
館
（
旧
赤
穂

村
役
場
）
は
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル

建
設
に
も
関
わ
っ
た
東
伊
那
出

身
の
伊
藤
文
四
郎
氏
が
設
計
。

来
年
は
築
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

記
念
行
事
な
ど
を
行
う
意
向
は
。

教
育
長

県
内
に
も
数
少
な
い

大
正
期
の
洋
風
建
築
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
記
念
行
事
な
ど
特

に
計
画
し
て
い
な
い
が
、
郷
土

館
の
魅
力
を
伝
え
、
観
光
面
で

の
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
も
周
知
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中
間
支
援
施
設
と
し
て
の
役
割
に

期
待
す
る

答 問

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
は

問

平
成
28
年
度
に
始
ま
っ
た
、

介
護
予
防
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
Ａ
は
、
60
名
ほ
ど
の
利
用
者

数
だ
っ
た
が
、
現
在
に
至
っ
て

も
そ
の
数
は
増
え
て
い
な
い
。

総
合
事
業
の
目
的
は
要
介
護
者

数
の
抑
制
に
あ
る
。
高
齢
者
数

が
増
加
す
る
中
で
は
、
あ
る
一

定
数
の
総
合
事
業
利
用
者
が
あ

り
、
介
護
予
防
事
業
の
目
的
が

達
成
さ
れ
る
。
対
象
利
用
者
が

増
え
な
い
最
大
の
問
題
は
地
区

担
当
の
保
健
師
の
人
員
不
足
に

あ
り
、
介
護
保
険
の
認
定
調
査

員
制
度
な
ど
を
採
り
入
れ
、
そ

の
充
実
を
図
る
べ
き
だ
が
、
市

長
の
考
え
は
。

市
長

介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
総
合
事

業
の
利
用
拡
大
は
重
要
で
あ
り

通
い
の
場
の
担
い
手
さ
ん
な
ど

住
民
と
接
触
す
る
機
会
の
多
い

方
々
に
調
査
員
と
な
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

問

今
後
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
多
く
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
る
方
々
が
増
え
て
い

く
が
、
地
域
の
中
で
個
人
の
権

利
を
擁
護
し
な
が
ら
問
題
解
決

を
図
っ
て
い
く
に
は
、
成
年
後

見
人
だ
け
で
は
そ
の
ニ
ー
ズ
に

答
え
ら
れ
な
い
。
市
も
市
民
後

見
人
の
育
成
や
活
動
支
援
に
取

り
組
む
べ
き
だ
が
。

市
長

今
の
段
階
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
た
と

し
て
も
、
成
年
後
見
人
の
実
務

経
験
が
乏
し
い
た
め
、
市
単
独

で
の
市
民
後
見
人
の
育
成
は
、

困
難
だ
が
、
司
法
や
福
祉
に
携

わ
る
市
民
団
体
が
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
。
そ
の
組
織
に
後

見
人
養
成
講
座
を
受
講
す
る
人

材
発
掘
な
ど
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
。

介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み

充
実
は

問

調
査
員
制
度
な
ど
を
行
い

充
実
さ
せ
て
い
く

答

銀座通りにある、こまがね市民活動支援センター
（ぱとな）は、「市民活動の玄関口」「市民活動の支
援の場」「市民活動に必要な情報の受発信基地」の
役割を担っている

市庁舎前に設置されている「人権尊重都市宣言」プレート
12月10日は世界人権デーです。この機会に人権や権利
擁護について考えましょう

一 般 質 問

質問動画はこちらから

質問動画はこちらから

小原 茂幸 議員

中原 茂之 議員
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